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をまぜて用いることである｣と述 べ て お り,



























INH,KM,CS,SI,TC,PZA 及び VM の9種
の薬剤と1314Thとの併用効果を試験管内実験
によって検討 した｡
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おける第 1管薬剤濃度は INH lγ/ml,1314Th





第 2管以下には 2･Omlづつ注入 し,上記の濃度
になる様に10倍濃度の薬剤稀釈液 0.4mlを第 1
管に混和 し,以後倍数稀釈を型の如 く第 9管目
まで行ない,第10節目は薬剤を全 く含まない対
照 とした｡
ついで結核菌を接種 し, 4週間 (但 し,INH
は 2週間)37oC の僻卵器にて培養後, 肉眼的
に判定 した｡
2. 実験成練
1) 1314Th-SM (表 3)
1314Th,SM,各単独及び併用時の発育阻止最
低濃度 MICをあらわ した表で,一番上が 1314
Th単独,次が SM単独, 3行 目が1314Th-SM
併用時の MIC である｡
MIC 比に於ける接種菌量 0.1mgのときの第
1回目の実験では 1314Th単独の MICが 1.25
γ/ml,SM 単独の MIC が 2.5γ/ml,併用では
1314Th0.625γ/ml,SM 0.625γ/mlで阻止 して
お り,併用時には各単独の MIC の半分或いは
それ以下 とな り,わずかながら併用効果をみ と
めた｡
眉40.3
表 3 1314Th-SM 併用実験成績 (単位 :γ/ml)
接 種 薗違
(琶讐1･Oml)湖 酎 紺 j
MIC 比 臨 沫 投 与 量 比
邦 1回 実 験 第2回 実 験 第 1回 二実 験 第 2回 実 験










1･25了 25 2.5 1.25
1･25⊇0･_竺5 1･25 0･625
0.625 1.25
0.625Fo.625 1.25 0.625 1.25L
0.625 0.625
0.3 13 0.625 0.313
表 4 1314Th-PAS併 用 実 験 成 績 (単位:γ/m )
接 種 薗 壷
('.Tu Joml) を抗 結 核 剤
MIC比
第 1回 実 験 第 2回 実 験
1314TI PAS 1314Tl PAS
1314Th 1.25 1.25
臨 床 投 与 量 比
弟 1 回 実 験 ;第 2 回 実･験
i
1314Th PAS ㌔1314Th PAS
0.1mg PAS 0.313 0.625 0･313 0･625
0..1mg 上314ThpAS…0･625 0.156 0･625 0.313 0･625 ..156与o･625 0.313
r
0.001mg i pAS∃ 0.078
1
i1314Th-PASF O･156 0･07畑 o･313
0･135 0･0078 0･156io･0156 0･313
0.625 ･0.625
0.156 0.078 0.156















抗 結 核 剤 .第 1回 実 験 ･ 第 2回 実 験
1314Tn INH 1314Th INH
1
≡1314Th 1.25 1.25






臨 床 投 与 量 比
第 1回 実 験 :第 2回 実 験
1314Th INH 1314Th INH
0.0313 0.0313
0.0625 0.0313 0.0313 0.0313 0.0313
0.125
1 INH 0.0313: 0.0625
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表 6 1314Th-KM 併 用 実 験 成 績 (単位γ/ml)
MIC比
静 男-Si)⊆抗結核 剤 第 1回 実 験 第 2回 実 験
1314Th KM








臨 床 投 与 量 比













亘 156 0･313io･078 0･156
表 7 1314Th-CS併 用 実 験 成 績 (単位 γ/ml)
MIC比 臨 床 投 与 量 比




抗 結 核 剤 第 1回 実 験
｢1314Th CS
第 2回 実 験
l
1.25











































表 9 1314Th一TC併 用 実 験 成 績 (単位 :γ/ml)
. MIC比 塩 味 投 与 量 比
抗 結 核 剤 第 1 回 実 験 : 第 2 回 実 験 第 1回 実 験 :第 2 回 実 験









二二 一 二二~ _ -:-_:- : 二 二
3.13 : 1.56 3.13







表 10 1314Th-PZA 併 用 実 験 成 績 (単位 :γ/ml)
接 柾 菌 量
(笥署1･Oml)!抗 結 核 剤
MIC比
第 1回 実 験 第 2 回 実 験
__｣ 1314Th PZA ;1314Th PZA
0･1mg PZA . 1000. 1000.
二 :-L二 二 二 二: :∴ :-･1314Th 0.625
o■olmg __Llil_禦 -PpZzA_宣 3_13 壬25-･ 恒 13 ;ZE:
0.001mg ! PZA ト 62.5 250.
臨 床 投 与 量 比
1.25
1000.





表 11 1314Th一VM 併 用 実 験 成 績 (単位 :γ/ml)








臨 J未 投 与 量 比
/fi'1回 実 験 L第 2回 実_讐
12.5 ; 6.25
0･313 3･13 :0･625 6･25 0･313 1･25 + 25 5･0
;1314Th 0.625 ･0.625 ;0.625 0.625
0･01mg ! vM i 12･5 3･13 12･5 . 3･13
1314Th-VM 0.313 3.13 0.313 3.13 0.313 1.25 き0.625 2.5

















































果を認め,0.01mg のときは 2回申 1回,0.001
mg のときも2回申 1回に併用効果を認めた｡
臨床投与量比では 0.1mg0.01mg0.001mg の









は図 1,臨床投与量比では図 2の如 くに なっ
た｡この図は併用時の MICが単独時の MICの
夫々1/2になったとき,併用効果を×2とした
のは当然であるが,片方が 1/2, 他剤が 1/4又
はそれ以下になったときも1/2の方をとって併
用効果もx2とした｡同様に一方の薬剤の MIC


















Albumin 加キルヒナ-培地及び 1% 小川培地 count法で 1314Thに無効と有効 との境界服罪
を用いて検討 し･KM,CS,SM,PAS,Sulfisox の潰変に他剤を添加 したときの効果を検討し,
azole,Sulfisomezole,PZA,の申 PZAを除いて PAS.KM,VM の 3剤は併用効果があり,SM,
併用効果をみ とめたとこ報喜 し,東村23'は actual INH,TBI,CS,Sulfa剤はほとんど影響な く,
図 1 1314Thを中心とした他種抗結核剤 との併用成績
MIC比の併用効果模式図
γ†+■-
併 用 薬 剤 名



















註 : 国 は 1F,j]の実験をあご,-いし
×2
･- ････ 及び
























図 2 1314Thを中心とした他種抗結核剤 との併用成績
臨床投与量比の併用効果模式図
薬 剤 併 用 比




























































えば 1314Th:PZA では 1:400の割合となり,
生体内に於ける濃度比を考慮するといかにも不
自然である｡かかる意味から著者は各々の欠点









著者の実験でも同 じ実験を 2回 くりかえ して
おこない, 2回とも同じ傾向を示 した場合及び
いづれの接種菌量でも同じ傾向を示 した場合に





抗結核剤 1314Th と SM,FAS,INH,KM,
CS,Sf(slufisoxazole),TC (tetracycline),
























6)川合日出堆 :京大結研紀要,8(1)増刊 1号 :78,
1959
7)川合日出雄 :京大結研紀要,8(2)増刊号 :651,
1959
8)MasukazuNalto.,etal:ActaTuberc.Jap.,
12:11962
昭40.3
9)内藤益-,他 :京大結研紀要,9:136,1961
10)内藤益一,他 :第34回日本結核病学会総会,1959,
第35回日本結核病学会総会,1960,第8回日本化
学療法学会総会,1960
ll)内藤益- :臨林と研究,40:182,1963
12)内藤益- :未発表
13)Libermann,Dり etal:Bul.Soc.chin.
bio1.,38:231,1956
14)Brouet.G.,etal:Amer.Rev.Tuberc.
Pulm.Dis.,79:6,1959
15)Daddi,G.,etal:Amer.Rev.Resp.Dis"
81:303,1960
-201-
16)堂野前椎摩郷 :日本医事新報,1897号 :9,1960
17)堂野前稚摩郷 :日本医事新報,1911号:8,1960
18)北本治,他 :日本胸部臨床,19:758,1960
19)内藤益-,他 :日本胸部臨床,20:665,1961
20)Veran,P,etal:PresseMid.,67:1597,
1959
21)束村道堆,他 :結核,36:361,1961
22)川合満 :京大結研紀要,13:184,1964
23)束村道堆,他 :結核,36:733,1961
24)大平一郎,他 :Chemotherapy,8:461,1960
25)土持隆彦 :結核,38:230,1963
26)河田利延 :京大結研紀要,7(3)増刊2号 :31,1959
